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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期
第１四半期
累計(会計)期間

第33期
第１四半期
累計(会計)期間

第32期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
５月31日

自平成22年
３月１日
至平成22年
５月31日

自平成21年
３月１日
至平成22年
２月28日

売上高（千円） 5,450,1096,180,90122,680,591

経常利益（千円） 484,450 942,4292,222,057

四半期（当期）純利益（千円） 291,670 533,1061,181,298

持分法を適用した場合の投資利益（千円） －　 － －

資本金（千円） 1,625,3631,625,3631,625,363

発行済株式総数（千株） 11,613 11,613 11,613

純資産額（千円） 8,629,0549,759,9439,389,178

総資産額（千円） 13,777,66715,076,04814,970,091

１株当たり純資産額（円） 744.40 841.96 809.97

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 25.37 45.99 102.12

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 25.30 － 102.09

１株当たり配当額（円） － － 25.00

自己資本比率（％） 62.6 64.7 62.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
493,282 680,1992,518,996

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△413,318△297,247△1,400,683

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
358,561△282,933△161,639

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 2,265,5962,883,7632,783,744

従業員数（人） 604 593 571

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載をしておりません。

　　　　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 　　　 ３．第33期第1四半期累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。 

        ４．持分法を適用した場合の投資利益については、子会社及び関連会社がないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

 

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年５月31日現在

従業員数（人） 593〔1,878〕

　(注)従業員数は、就業人員であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第1四半期会計期間の平均人員（８時間勤務換算）を外数

で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期会計期間における生産実績を分類別に示すと、次のとおりであります。

分類 生産高（千円） 　前年同四半期比（％）

麺類 135,766 88.0

餃子・飲茶類 133,721 134.6

調味・加工品類 334,350 111.3

合計 603,838 109.0

　（注）１　金額は、製造原価によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注実績

　当社は飲食業であり、見込生産によっておりますので、受注高並びに受注残高については記載すべき事項はありま

せん。

(3）販売実績

　当第１四半期会計期間における販売実績を業態別に示すと、次のとおりであります。

業態 金額（千円） 前年同四半期比（％）

日高屋 5,963,573 112.3

その他業態 195,316 163.8

その他 22,011 109.9

合計 6,180,901 113.4

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　「日高屋」には「中華そば日高屋」「中華食堂日高屋」「来来軒」を含めて表示しております。

３　「その他業態」は、「焼鳥日高」「武蔵野うどん」等を含めております。なお、増加の主な要因は「焼鳥日

高」業態の増加によるものであります。 

４　「その他」の主な内容は、工場における食材の小売、FC向けの売上高であります。なお、増加の主な要因は、FC

向けの売上によるものであります。
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２【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

    当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績

　当第1四半期におけるわが国経済は、輸出の増加など景気持ち直しの傾向がみられるものの、所得環境や雇用環境は

厳しい状況で推移しました。 

　外食業界については、市場規模の縮小傾向に加え、個人消費も低調に推移するなど、厳しい状況でありました。 　

　このような状況の下で、当社は駅前繁華街一等地への出店を行うとともに既存店活性化に努め、目標達成に取り組ん

でまいりました。 

　店舗展開については、5店舗出店し、退店1店舗となりましたので、当第1四半期末の店舗数は253店舗となりました。

（当第1四半期末店舗数にはFC店舗は含めておりません） 　

　出店業態は全て「日高屋」であり、地域別では東京都2店舗、埼玉県2店舗、神奈川県1店舗となりました。 

　既存店については、人気メニューの「野菜たっぷりタンメン」の野菜増量など、各種販売促進策の実施によりほぼ計

画通りに推移し、当第1四半期の売上高前年同期比は100.7％となりました。 

　生産・原価面では、原材料価格の低下などにより、原価率は26.1％となりました。

　販売費及び一般管理費は、新規出店数が5店舗と前年同四半期よりも10店舗減少したことにより、新店舗のイニシャ

ルコスト等が減少しました。

　以上の結果、売上高は61億80百万円（前年同四半期比13.4％増）、営業利益は9億49百万円（前年同四半期比94.6％

増）、経常利益は9億42百万円（前年同四半期比94.5％増）、四半期純利益は5億33百万円（前年同四半期比82.8％

増）となりました。　 

(2)財政状態

　当第1四半期末における総資産は、前事業年度末に比べ1億5百万円増加して150億76百万円となりました。 

　負債は、前事業年度末に比べ2億64百万円減少して53億16百万円となりました。これは主に流動負債「その他」のう

ちの未払金の減少によるものであります。 

　純資産は前事業年度末に比べ3億70百万円増加して97億59百万円、自己資本比率は64.7％となりました。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

　当第1四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べ1億円

増加し、28億83百万円となりました。

　当第1四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は6億80百万円（前年同四半期は4億93百万円）となり、前期に比べて1億86百万円の

増加となりました。これは、税引前四半期純利益が4億44百万円増加したことなどによるものであります。 

　　　　　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は2億97百万円（前年同四半期は4億13百万円）となりました。これは、新規出店や改

装等に伴う有形固定資産の取得による支出2億49百万円（前年同四半期は2億25百万円）、敷金及び保証金の差入によ

る支出78百万円（前年同四半期は1億93百万円）などによるものであります。 

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、支出した資金は2億82百万円（前年同四半期は3億58百万円の取得）となりました。これは、長期借

入金の返済1億24百万円（前年同四半期は1億63百万円）、配当金の支払額1億32百万円（前年同四半期は1億13百万

円）などであります。 

　

(4）対処すべき課題

　当第1四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。 

EDINET提出書類

株式会社ハイデイ日高(E03318)

四半期報告書

 5/22



　

EDINET提出書類

株式会社ハイデイ日高(E03318)

四半期報告書

 6/22



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第1四半期会計期間において、主要な設備の重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設について完了したものは、次の通りであります。

事業所名
設備の

内容

帳簿価額（千円）
合計

（千円）
完了年月

従業員数

（名）建物 器具備品
敷金及び

保証金

長期前払

費用

リース資

産

日高屋

大塚南口店
営業店舗 17,4562,9835,6091,3017,95935,308平成22年3月

3

(9)

日高屋

イーサイト上尾店
営業店舗 21,8493,99312,970 － 9,03447,846平成22年3月

1

(7)

日高屋

朝霞東口店
営業店舗 15,5662,2678,500 － 7,99034,323平成22年4月

3

(8)

計  54,8719,24327,0791,30124,983117,477 
7

(24)

（注)従業員数の（　）内の数字は外書きで、臨時従業員数（１日８時間勤務として計算した平均人員）であります。

 

当第1四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等の計画は、次の通りであります。

事業所名
設備の
内容

投資予定額
資金調達方法 着手年月 完了予定年月

完成後の
増加能力

総額
（千円）

既支払額
（千円）

日高屋

南千住店
 営業店舗 32,104 4,601

 　自己資金

及びリース
 平成22年4月  平成22年6月 30席

日高屋

元住吉駅前店
 営業店舗 38,708 12,217

 　自己資金

及びリース
 平成22年5月  平成22年6月 35席

日高屋

本八幡北口店
 営業店舗 53,144 24,983

 　自己資金

及びリース
 平成22年5月  平成22年6月 42席

計  123,95641,801     

　(注)１　上記金額には消費税等は含まれておりません。

　　　２　上記以外に現在22店舗の出店を計画しておりますが、具体的な場所、時期、規模等は未定です。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,000,000

計 34,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年７月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 11,613,994 11,613,994東京証券取引所市場第一部
単元株式数は100

株であります。

計 11,613,994 11,613,994 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 
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（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年３月１日～ 

平成22年５月31日
－ 11,613,994 － 1,625,363 － 1,701,680

　

（６）【大株主の状況】

　当第１四半期会計期間において、野村アセットマネジメント株式会社より平成22年５月10日付けで大量保有報告書の変

更報告書の提出があり、平成22年４月30日現在で以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名

簿の記載内容が確認できないため、当社として実質保有株式の確認ができません。なお、野村アセットマネジメント株式

会社の大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりです。 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数 株券等保有割合

（株） （％）

野村アセットマネジメント株

式会社

東京都中央区日本橋一丁目12

番1号
294,000 2.53
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成22年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    　22,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  11,590,800 115,905 ―

単元未満株式 普通株式    　 1,194 ― ―

発行済株式総数 11,613,994 ― ―

総株主の議決権 ― 115,905 ―

　（注）　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれておりますが、議

決権の数からは3個除かれております。   

②【自己株式等】

 平成22年２月28日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ハイデイ日高

埼玉県さいたま市大宮区

大門町3-105
22,000 － 22,000 0.19

計 ― 22,000 － 22,000 0.19

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月

４月 ５月

最高（円） 1,019 1,123 1,120

最低（円） 966 1,002 1,012

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に

基づき、当第１四半期会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22

年３月１日から平成22年５月31日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21

年５月31日まで）に係る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日ま

で）及び当第１四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期財務諸表について、新

日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,528,715 2,460,789

売上預け金 390,047 357,954

売掛金 18,027 12,474

店舗食材 104,543 95,312

原材料及び貯蔵品 20,246 17,897

その他 464,214 482,413

流動資産合計 3,525,795 3,426,842

固定資産

有形固定資産

建物 6,602,266 6,468,685

減価償却累計額 △2,602,246 △2,509,534

建物（純額） 4,000,019 3,959,151

構築物 46,201 43,409

減価償却累計額 △27,136 △26,304

構築物（純額） 19,064 17,104

機械及び装置 155,089 153,983

減価償却累計額 △59,147 △53,245

機械及び装置（純額） 95,942 100,738

車両運搬具 3,076 3,076

減価償却累計額 △2,851 △2,831

車両運搬具（純額） 224 245

工具、器具及び備品 639,407 605,661

減価償却累計額 △381,853 △353,400

工具、器具及び備品（純額） 257,554 252,261

土地 1,766,524 1,766,524

リース資産 598,862 538,606

減価償却累計額 △81,719 △54,927

リース資産（純額） 517,143 483,678

建設仮勘定 18,294 90,052

有形固定資産合計 6,674,768 6,669,756

無形固定資産 63,330 65,844

投資その他の資産

投資有価証券 127,983 122,893

敷金及び保証金 3,537,723 3,507,189

その他 1,155,146 1,186,264

貸倒引当金 △8,700 △8,700

投資その他の資産合計 4,812,153 4,807,647

固定資産合計 11,550,252 11,543,248

資産合計 15,076,048 14,970,091
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 508,366 438,431

1年内返済予定の長期借入金 424,000 442,932

リース債務 106,331 95,176

未払法人税等 427,959 586,965

賞与引当金 363,744 228,612

その他 1,201,771 1,439,802

流動負債合計 3,032,174 3,231,919

固定負債

長期借入金 1,079,000 1,185,000

リース債務 417,224 391,567

退職給付引当金 350,856 335,575

その他 436,850 436,850

固定負債合計 2,283,930 2,348,993

負債合計 5,316,104 5,580,913

純資産の部

株主資本

資本金 1,625,363 1,625,363

資本剰余金 1,701,680 1,701,680

利益剰余金 6,455,305 6,084,487

自己株式 △11,716 △11,716

株主資本合計 9,770,632 9,399,814

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △10,689 △10,635

評価・換算差額等合計 △10,689 △10,635

純資産合計 9,759,943 9,389,178

負債純資産合計 15,076,048 14,970,091

EDINET提出書類

株式会社ハイデイ日高(E03318)

四半期報告書

13/22



（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

売上高 5,450,109 6,180,901

売上原価 1,466,584 1,612,537

売上総利益 3,983,524 4,568,363

販売費及び一般管理費 ※1
 3,495,524

※1
 3,618,640

営業利益 487,999 949,723

営業外収益

受取利息 393 496

受取配当金 1,336 1,556

受取賃貸料 2,971 3,580

その他 4,801 3,558

営業外収益合計 9,502 9,191

営業外費用

支払利息 5,484 7,980

固定資産除却損 4,118 1,177

リース解約損 － 3,728

その他 3,448 3,599

営業外費用合計 13,052 16,485

経常利益 484,450 942,429

特別利益

投資有価証券受贈益 － 5,230

特別利益合計 － 5,230

特別損失

固定資産除却損 766 22,546

固定資産売却損 3,356 －

特別損失合計 4,123 22,546

税引前四半期純利益 480,327 925,112

法人税等 ※2
 188,656

※2
 392,006

四半期純利益 291,670 533,106
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 480,327 925,112

減価償却費 172,310 207,726

賞与引当金の増減額（△は減少） 121,499 135,131

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,443 15,280

受取利息及び受取配当金 △1,556 △2,053

支払利息 5,484 7,980

固定資産除売却損益（△は益） 3,315 21,383

売上債権の増減額（△は増加） △5,606 △5,553

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,272 △11,579

その他の流動資産の増減額（△は増加） △7,653 27,155

仕入債務の増減額（△は減少） 69,166 69,935

その他の流動負債の増減額（△は減少） 139,426 △195,751

その他 60 △4,446

小計 970,944 1,190,321

利息及び配当金の受取額 1,389 1,882

利息の支払額 △6,441 △7,726

法人税等の支払額 △472,609 △504,278

営業活動によるキャッシュ・フロー 493,282 680,199

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △225,469 △249,290

有形固定資産の売却による収入 1,200 －

無形固定資産の取得による支出 △5,835 －

敷金及び保証金の差入による支出 △193,981 △78,204

敷金及び保証金の回収による収入 7,777 30,248

その他 2,990 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △413,318 △297,247

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 －

長期借入れによる収入 400,000 －

長期借入金の返済による支出 △163,961 △124,932

リース債務の返済による支出 △2,314 △25,599

ストックオプションの行使による収入 88,493 －

配当金の支払額 △113,656 △132,402

財務活動によるキャッシュ・フロー 358,561 △282,933

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 438,526 100,018

現金及び現金同等物の期首残高 1,827,070 2,783,744

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,265,596

※
 2,883,763
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　 該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

1.固定資産の減価償却費の算定方法

 

　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

2.繰延税金資産及び繰延税金負債の算

出方法　

 

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年

度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する

方法により算出しております。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第1四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

 　次のとおりであります。

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

 　次のとおりであります。

給与手当 1,515,028千円

賞与引当金繰入額 117,743

退職給付費用 32,217

賃借料 682,662

水道光熱費 305,518

減価償却費 155,132

　　　  

給与手当 1,599,838千円

賞与引当金繰入額 130,596

退職給付費用 32,578

賃借料 719,819

水道光熱費 301,685

減価償却費 194,447

　　　  

※2　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

　 ます。 

※2　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

　 ます。 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成21年5月31日現在） 

 （千円）

現金及び預金勘定 1,950,956

預入期間が３か月を超える定期預金

売上預け金         

△35,000

349,640

現金及び現金同等物 2,265,596

　　　　　　　    

 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成22年5月31日現在） 

 （千円）

現金及び預金勘定 2,528,715

預入期間が３か月を超える定期預金

売上預け金         

△35,000

390,047

現金及び現金同等物 2,883,763
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成22年５月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年

５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

 普通株式　　11,613,994株

 

２．自己株式の種類及び株式数

 普通株式　　22,023株

  

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

 

 ４．配当に関する事項

　　 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年4月22日

取締役会
普通株式 162,287 利益剰余金 14 平成22年2月28日平成22年5月27日

５．株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。 

 

（有価証券関係）

 事業の運営において重要なものでなく、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められるものはないた

め、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　当社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。 

 

EDINET提出書類

株式会社ハイデイ日高(E03318)

四半期報告書

18/22



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成22年５月31日）

前事業年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 841.96円 １株当たり純資産額 809.97円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 25.37円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
25.30円

１株当たり四半期純利益金額 45.99円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 291,670 533,106

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 291,670 533,106

期中平均株式数（千株） 11,497 11,591

 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 29 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前事業年度末から重要な変動があった

ものの概要　

－ －

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第1四半期会計期間末におけるリース取引残高は、前事業年度末と

比較して著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　当第１四半期会計期間及び当第１四半期会計期間終了後四半期報告書提出日までの間の配当については、＜注記事

項＞（株主資本等関係）４．配当に関する事項に記載のとおりです。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月13日

株式会社ハイデイ日高

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 舩山　卓三　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 関口　茂　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮沢　琢　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハイデイ日

高の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第32期事業年度の第１四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21

年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハイデイ日高の平成21年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年７月13日

株式会社ハイデイ日高

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　高志　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮沢　琢　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハイデ

イ日高の平成２２年３月１日から平成２３年２月２８日までの第３３期事業年度の第１四半期会計期間（平成２２年３月

１日から平成２２年５月３１日まで）及び第１四半期累計期間（平成２２年３月１日から平成２２年５月３１日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハイデイ日高の平成２２年５月３１日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

　以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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